
  6-2 事業者に期待される取組                  
 

取組１ 環境に配慮した事業活動の実践 
（１）エネルギー使用量の削減 

○照明は必要な箇所だけ点灯し、不要な照明の消灯に努めましょう。 
○パソコン等のＯＡ機器は、節電モードを活用するとともに、長時間使用しない場合は主電 
源を切るよう努めましょう。 

○空調使用時は、ブラインドやカーテンを閉めることで窓からの熱の出入りを防止し、必要 
な時だけ使用するとともに適正な温度設定に努めましょう。 

○定期的に空調のフィルターの掃除や室外機の吹き出し口の周辺を整理し、空調負荷の低減 
に努めましょう。 

○季節・気候に応じた服装を心掛け、冷暖房の適正な温度設定に努めましょう。 

（２）移動手段の見直し 

○オンライン会議やテレワークの導入等を検討し、社用車等による移動機会の削減に努めま 
しょう。 

○ノーカーデーの実施、公共交通の利用や従業員同士の相乗りなど、環境に配慮した移動手 
段の選択に努めましょう。 

（３）資源の節約 

○備品や設備等について、故障や不具合の際は可能な範囲で修繕し長期使用に努めましょう。  
○会議資料等の電子化によるペーパーレス化を検討しましょう。 

（４）ごみの減量化とリサイクル 

○マイカップやマイ箸等を持参し、紙コップ等の使い捨て品の削減に努めましょう。 
○コピーやプリンター利用によるミスプリントを削減するよう努めましょう。 
○ごみ分別のルールを守り、ごみの再資源化に努めましょう。 
○印刷物の発行時は、リサイクル適性への配慮等、ごみ減量を意識した仕様に努めましょう。 
○備品等の購入時は、環境ラベル※に注目し、環境に配慮した商品の購入に努めましょう。 

 

取組２ 社用車等の電動化とエコドライブの推進 
○社用車等の使用に当たっては、急発進や急加速を避けるとともに、無駄な走行を控え、走 

行距離の短縮化を図るなど、エコドライブの徹底に努めましょう。 

○社用車等の運用にあたり、タイヤの空気圧の調整など日常点検を実施して燃費改善に取り 

組むほか、保有台数の適正化に努めましょう。 

○社用車等を新たに購入する際は、電動車等の環境負荷が小さい自動車の購入を検討しまし 

ょう。 

 

取組３ 省エネ・再エネ設備等の積極的な導入の検討 

○事業所等にＢＥＭＳ※（ベムス）の導入を検討し、エネルギー消費量の削減や電力使用のピ 

ークカットなどエネルギーの最適化に努めましょう。 

○事業所等の設備・機器等の更新時は、エネルギー使用効率を高める設備機器（高効率ボイ 

ラーや高効率空調機、コージェネレーションシステム※等）を選択するよう努めるととも 

に、設置個所や台数の適正化も検討しましょう。 

○事業所等を新築又は建て替える際は、ＺＥＢ※（ゼブ）などの省エネ性能に優れた建物を検 

討しましょう。  

○事業所等への再エネ設備（太陽光発電、排水を活用したマイクロ水力発電等）や蓄電池等 

の導入を検討し、再エネの積極的な利用に努めましょう。 

○再エネ設備の導入が困難な場合は、事業所等の電力契約について、再エネ由来の電力プラ 

ンへの見直しを検討し、環境にやさしい電気の使用に努めましょう。 

 
 

 

取組４ 地産地消費の推進 

○食料品や製品の開発・製造、住宅等の新築等の際は、地元産の農作物や材木等を積極的に 
使用しましょう。 

 

取組５ 緑の活用の推進 

○屋上や敷地内等の緑化、グリーンカーテン※の実践に努めましょう。 
○地域の緑化活動や緑地保全活動への積極的な参加に努めましょう。 
 

取組６ 脱炭素経営への転換 

○自社の CO2排出量の把握や省エネ診断等、脱炭素※経営への転換を目指した取組を検討しま 
しょう。 

○耐久性の高い製品や再利用しやすい製品の製造・販売を検討しましょう。 
○製品の製造の際は、再生資源による素材や原材料の積極的な使用を検討しましょう。 
○製品の輸送に当たっては、共同配送や貨物輸送など物流の効率化を検討しましょう。 
○事業活動や製造工程等を見直し、原材料使用量の抑制、食品ロス※の削減、ごみの減量や資 
源循環に努めましょう。 

○包装の簡素化、レジ袋やプラスチックトレイの削減に努めましょう。 
○リターナブル容器の使用や回収を促進し、使い捨て容器の使用抑制に努めましょう。 
○再生品の適切な表示や情報提供を行い、再生品・エコマーク商品等の販売促進に努めまし 
ょう。 

○農業においては、環境への負荷に配慮し、化学肥料及び化学合成農薬の使用を低減する環 
境保全型農業の導入に努めましょう。 

○国内外の脱炭素化・次世代技術に関する情報の収集に努め、参考となるものは、自らの事 

業活動に取り入れるよう検討しましょう。 

 

取組７ 地球温暖化問題に関する意識向上と活動の推進 

○地球温暖化問題に関するイベント、学習会や教室等に積極的に参加し、情報収集や意識向 
上に努めましょう。 

○社内研修やセミナーを活用し、従業員一人ひとりの地球温暖化問題に関する意識と知識の 
向上に努めましょう。 

○地球温暖化防止活動の実施又は積極的な参加に努めましょう。 

 

【ＺＥＢ導入事例】 

 市内事業所では、「Nearly ZEB 注 1」「ZEB Ready 注 2」の認証を受けた建物が導入されています。 

注 1：従来の建物で必要なエネルギーから省エネ＋創エネで 25％以下まで削減 

注 2：従来の建物で必要なエネルギーから省エネで 50％まで削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＺＥＢリーディング・オーナー登録業者（（一社）環境共創イニシアチブが公表 （R5.1.27 時点）） 

イチコ直江津西店（ZEB Ready） 阿部建設上越支店（Nearly ZEB） 


